
         ドイ ツ 語 の 与 格 と空 間 補 足 語 に つ い て

                              片 岡 宜 行

1.は じめ に

ドイツ語 の 与 格 は 、通 例 文 法 書 に お い て 目的 語 の 与 格 と自由 な 与 格 に 区 分 され 、自 由

な 与 格 は さらに、「所 有 の 与 格 」や 「利 益/不 利 益 の 与 格 」な ど複 数 の グル ー プ に分 類 さ

れ て い る。この ような分 類 の 妥 当性 に対 して は 、しば しば 異 論 が唱 えられ てい る。2し か し、

従 来 の 分 類 に 代 わ るような 与 格 の 持 っ 機 能 の 明 確 な体 系 化 は まだ 為 され て い な い 。与

格 に つ い て説 明 す るに は 、依 然 として 「所 有 の 与 格 」や 「利 益/不 利 益 の 与 格 」とい つた

名 称 を使 わ ざるを えな い の が 現 状 で あ る。本 論 文 で は 、まず 、与 格 が 従 来 の 区 分 を超 え

た 意 味 的 機 能 を持 つ ことを明 らか に す る(第2章)。 そ のうえで 、与 格 の 機 能 の 一 端 を明 ら

か にす る試 み の 一 つ として 、与 格 と空 間 補 足 語 の 関係 に つ い て論 じる(第3章)。

2,与 格 の 意 味 的 機 能

本 章 で は 、まず 一 般 的 な 与 格 の 分 類 法 を確 認 したうえで 、その 間 題 点 を指 摘 し、従 来

の 区分 を超 えるような与 格 の 意 味 的 機 能 を明 らか にす る。

2、1.― 般 的 な 与 格 の 分 類 法

 ここで は 、標 準 的 な分 類 法 を とって い るHentschei/Weydt(1990:158ff.)を 例 に とり、

現 在 与 格 がどの ように分 類 され て い るか を概 観 す る。

与 格 は まず 、動 詞 や 形 容 詞 の 目的 語 で あ る与 格 と、文 中 の 要 素 に直 接 従 属 しな い 自

1本 論文 ではDuden(1995:629
,652ff.)に ならい、空 間補足 語(Raumerg舅zung)と いう語 を用

いる。空 間補 足語 は、場所(a)・方 向(b)・起点(c)を表 す補 足語の全てを含 むものとす る。

 (a)Karl arbeitet in M�chen.

 (b)Elisabeth geht ins The¢ter.

 (c)lnge kommt aus dein Schwimmbad.
なお 、空 間を表す 前 置詞 句 が必ず しも必須 の文成 分でない場 合も、本 論 文の考 察の対 象とす

る。
2与 格 の分類 をめぐる諸 問題 については拙稿(1998)を 参照

。
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由 な 与 格(freier Dativ)に 大 きく分 けられ てい る。そ して、自 由 な与 格 は3つ の グル ー プ

に 区 分 され て いる。

A.目 的 語 の 与 格

 (1)Sie gab das Buch ihrer Kollegin.(動 詞 の 目 的 語)

 (2)Sie ist ihrer Schwester臧nlich.(形 容 詞 の 目的 語)

B.自 由 な与 格

・利 益/不 利 益 の 与 格(Dativus commodi l incommodi)

ある行 為 が行 われ た 結 果 利 害 をこうむ る人 物 を動 詞 の 格 支 配 とは 無 関 係 に 表 す 。

  (3)Er hat ihr Spaghetti gekocht.(利 益 の 与 格)

  (4)Er hat ihr das Auto zu Schrott gefahren.(不 利 益 の 与 格)

・所 有 の 与 格(Dativus possessivus , Pertinenzdativ)

所 有 代 名 詞 あ るい は 所 有 の 属 格 の 代 わ りをす る。

  (5)Sie klopfte mtir freundschaftlich auf die Schulter.

  (6)Alle sch�telten der Preistr臠erin die Hand.

・関 心 の 与 格(Dativus ethicus)

判 断 す る人 物 を表 す 。

  (7)Komm mirja nicht zu sp舩!

これ らの ほ か 、以 下 の(8)に 見 られ るような 与 格 を 、判 断 の 与 格(Dativus iudicantis)

な い し基 準 の 与 格(Dativ des Maﾟstabs)と 呼 ん で 他 か ら区 別 す ることもある。3

  (8)Er arbeitet mir zu langsam.(Helbig/Buscha 1996:290)

この ような 分 類 法 は 、す で にPaul(1919:378ff.)が 行 つてい るもの とほとん ど違 わず 、多

少 の 差 異 は あつても今 日のた い てい の 文 法 書 で 採 用 され て い るもの で ある。一 般 の 文 法

書 にお いて は 、通 例 このような分 類 の 基 準 が 示 され ず 、また 、各 グル ー プ が 互 い に独 立

したもの な のか どうか とい う点 にも言 及 され な い 。しか し、統 語 的 ・意 味 的 な分 類 基 準 を厳

密 に立 てた うえで与 格 の 各 グル ー プ を明 確 に 定 義 しようとしたHelbig(1981)も 、結 局 伝

統 的 な分 類 法 をほぼ そ のまま踏 襲 してい る。4

3Hentschel/Weydtは
、関心 の与格 と判 断の 与格 を区別 していない。

4与 格 の各グル ープのうち、関 心の与格 と判 断の与 格 がそれ ぞれ固 有のグル ープであることについ

ては研 究者の あいだでほぼ見解 の一 致を見ている。以 下 、本 論文 で は、目的 語 の与格 ・所 有の 与

格 ・利 益/不 利 益の与格 を考察 の対 象とする。
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2.2.従 来 の 分 類 の 問 題 点 と与 格 の 意 味 的 機 能

前 節 で 見 た ような 与 格 の 各 グル ー プ の名 称 は 、そ れ ぞ れ の 与格 の 特 性 を表 したもの で

あ るとは い えるが 、各 グル ー プ を互 い に異 質 なものとみ な し厳 密 に 区 分 しようす ると問 題

が生 じる。

第 一 の 問題 点 は 、「利 益 ・不 利 益 を 受 け る人 物 を表 す 」とい うような 曖 昧 な 意 味 的 性 質

を分 類 の 基 準 として い ることで あ る。以 下 の 例 文 が示 す ように、目 的 語 の 与 格 や 所 有 の

与 格 と呼 ば れ るもの も、出 来 事 の 「受 益 者 」や 「被 害 者 」と解 釈 で きることが ある。

 (9)Der Junge schenkt seiner Mutter Blumen.(受 益 者 を表 す 目的 語 の 与 格)

 (10)Er schl臠t ih n ins Gesicht.(被 害 者 を表 す 所 有 の与 格)

また 、利 益 や 不 利 益 を受 け る人 物 を表 す とい った 意 味 的 性 質 は 必 ず しも動 詞 の 意 味 に

よつて決 定 され るの で は なく、発 話 時 の 状 況 や 文 脈 の影 響 を受 ける。そ の ような曖 昧 な 意

味 的 性 質 を 、他 か ら独 立 した 「利 益/不 利 益 の 与 格 」とい うグル ー プ を認 定 す る基 準 とし

て用 いることは 不 適 切 で ある。

第 二 の 問 題 点 は 、互 い に 異 質 な ものとして各 グル ー プ を認 定 す ることに より、グル ー プ

間 の 境 界 を越 えるような 与 格 の機 能 が 見 失 わ れ て しまうことで ある。

一 般 的 な分 類 法 に 従 え ば
、所 有 の 与 格 は 自 由 な 与 格 に属 し、文 中 の 他 の 語 との 間 に

「所 有 の 関 係(Pertinenzrelation)」 をもっ 。

 (11)(...),und es endete meistens damit, daﾟeins der�erm�eten Kinder

   Marie,'η か, Karl oder Sabine das Weinglas aus der Hand riﾟund den

   Wein�er die Klassenarbeitshefte ausgoﾟ,(...)(LBC,254)

 (12)Ich schlug ihr den Suppenl�fel aus der Hand,(...)(LBC,279)

reiﾟenやschlagenは 与 格 目 的 語 を取 らな い ので 、これ らの文 中 の 与 格 は 自由 な与 格

とみ なされ る。また 、これ らの 与 格 は 、下 線 を付 した 前 置 詞 句 の 中 に 現 れ る「手 」の所 有 者

を示 して い るの で 、所 有 の 与 格 とい うことに なる。しか し、目的 語 の 与 格 もまた 、身 体 部 位

の所 有 者 を示 す ことが あ る。

 (13)Man gab der Dame den Spiegel in die Hand.(Zifonun 1997:1337)

 (14)(...)‐aber ich schaufelte weiter, bis Marie mir die Schuppe aus der

   Hand nahm.(LBC,286)

gebenやnehmenと ともに 現 れ た 与 格 は 通 例 目的 語 とみな され る。しか し、(13)や

(14)の 与 格 は(11)や(12)と 同 一 の 構 文 中 に 生 じ、同 じように 前置 詞 句 の 中 に 現 れ た 「手 」

の所 有 者 を示 して いる。

以 上 見 てきた ように 、「目 的 語 の 与 格 」や 「所 有 の 与 格 」は 受 益 者 や 被 害 者 を表 す こと
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が あ り、「目 的 語 の 与 格 」は身 体 部 位 の 所 有 者 を表 す ことが ある。このように 、与 格 は 従 来

な され て きた 区 分 を超 えた意 味 的機 能 を持 っ 。5し た が って 、従 来 の 区 分 は 撤 廃 す べ き

で あ る。また 、「所 有 の 関 係 を担 う」とい っ た機 能 は 、特 定 の グル ー プ の 属 性 で は な く、あ

る条 件 下 で 与 格 に 付 加 され るもの とみ なす べ きで ある。

以 下 、本 論 文 で は 、そ うした 与 格 の 機 能 を探 る試 み の ― つ として、空 間 補 足 語 ととも に

現 れ た 与 格 に つ いて 論 じる。

3.与 格 と空 間 補 足 語

本 章 で は 、まず 「所 有 の 関 係 」をもつ 与 格 と空 間 補 足 語 の 密 接 な 関 係 を 明 らか にした う

えで 、両 者 が 文 全 体 に 対 して それ ぞ れ どの ような意 味 的 機 能 を持 ってい るの か を考 察 す

る。また 、与 格 と空 間 補 足 語 の 間 に 明 確 な 所 有 の 関係 が 見 られ な い 場 合 に つ い て も検

討 す る。

3.1.所 有 の 関係 をもつ 与 格 と空 間 補 足 語

 (15)Marie fiel mir weinend um den Hals, und ich weinte auch.(LBC,196)

この 例 文 に 見 られ るような い わ ゆる 「所 有 の 与 格 」は 、身 体 部 位 を表 す 名 詞 と所 有 の 関

係 を 持 ち 、名 詞 の 付 加 語 に 近 い もの とみ な され る。6し か し、身 体 部 位 を 表 す 名 詞 が 必

ず 与 格 と所 有 の関 係 にあるとは 限 らない 。

 (16)(...),lange Haare fielen ihm an den oberen Rand der eleganten

   Dunkelbrille,(...)(LJA,15)

この 文 で 、与 格 代 名 詞 。ihm"を 。lange Haare"の 付 加 語 とみ な し、「彼 の 髪 が 」と

解 釈 す ることは 不 可 能 であ り、 。ihm"と 所 有 の 関 係 を結 ん で い るの は 。den oberen

Rand"で あ る。確 か に所 有 の 関係 は 与 格 と身 体 部 位 を 表 す 名 詞 の 間 に 顕 著 に 見 られ

るが 、所 有 の 関 係 が構 文 中 の特 定 の 要 素 間 に 生 じることにも着 目す べ きで ある。

Schmid(1988:131f.)は 、所 有 の 関 係 の 現 れ る構 文 を4つ に分 類 す る。与 格 と所 有 の

5与 格 を複数 のグル ープに明確 に区分できないことは、Zifonun(1997:1337ff.)に よっても指 摘 さ

れている。
6例 えばHelbig(1981;331)が この見 解をとる

。なお 、Helbigは 所 有 の対象 が着用 中の衣 服であ

る場合 を所 有の 関係 に含めていないが、本論 文 では所 有の 対象 が身体 部位 である場合(a)と衣服

(および衣 服 に類 するもの)である場合(b)を 区別 しない。

 (a)Er trat ihr auf deu Fuﾟ.

 (b)Er trat ihr auf den Schuh.

                 -4一



関 係 を 結 ぶ 要 素 に 下 線 を 付 す と 、以 下 の ように な る。7

1 SVPD PP   Max schl臠t ihr aufdie Schulter.

2 SVPD AP PP Max legt ihr denArm aufdie Schulter.

3 SV乃 ワAP   Max w舖cht sich die Haare.

4SVPD   Max zitterten die H舅de.

所 有 の 関 係 は 特 定 の 要 素 間 に 現 れ る。前 置 詞 句 が 現 れ る1お よ び2の 構 文 で は 、所 有

の 関 係 は 与 格 と前 置 詞 句 の 間 に 生 じる 。以 下 、1・2の 構 文 に つ い て コ ー パ ス か ら 取 っ た

例 文 を補 い 、所 有 の 関 係 の 現 れ る位 置 を 確 認 す る。

―1の 構 文 の 例:

 (17)Ihr liefen die Tr舅en�ers Gesicht,(...)(LBC,55)

 (15)Marie fiel inir weinend um den Hals, und ich weinte auch.(LBC,196)

2の 構 文 の 例:

 (18)Ich konnte diese Augenblicke nicht beschreiben und sie rnic wie einen

   Orden um den Hals h舅gen.(LBC,272)

 (19)(...),der mir wahrscheinlich ein F�fmarkst�k vor die Nase halten

   und mich zwingen w�de, danach zu springen.(LBC,260)

い ず れ の 例 文 に お い て も 、所 有 の 関 係 は 与 格 と空 間 補 足 語 の 間 に 見 られ る。

次 に 、所 有 の 関 係 に よ つ て 結 ば れ た 与 格 と空 間 補 足 語 が 、文 全 体 に 対 して ど の よ うな

意 味 的 機 能 を 担 っ て い る の か とい う観 点 か ら、両 者 の 関 係 に つ い て 考 察 す る。

3.2.与 格 と空 間 補 足 語 の 意 味 的 機 能

与 格 と空 間 補 足 語 に つ い て 考 察 す る に あ た り、ま ず は じめ に 、jm. schreibenとan jn.

schreibenに お け る 与 格 とan一 前 置 詞 句 の ように 、互 い に 交 換 可 能 な 与 格 と前 置 詞 句 に

つ い て 述 べ る。

こ の よ うな 与 格 と前 置 詞 句 の 意 味 内 容 の 差 異 に つ い て は 、Wilmanns(1909:660)が 明

確 に 述 べ て い る。Wilmannsに よ れ ば 、前 置 詞 句 が 場 所 を規 定 す る に す ぎ な い の に 対 し、

7用 語 を 以 下 のように略 した
。S…Subjekt V…Verbum finitum PD…Pertinenzdativ

PP…Pr舊ositionalphrase AP…Akkusativphrase

例 文 も同 書 か ら取 った(た だ し斜 字 体 と下 線 は筆 者 に よる)。

な お 、各 構 文 に お い て 所 有 の 関 係 が 現 れ る位 置 につ いて は 、Duden(1995:672ff.)も 同 様 の 見

解 を示 してい る。
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与 格 はより密 接 な、対 人 的 な関 係 を示 す 。8

 (20a)Er brachte inir einen Strauﾟ.

 (20b)Er brachte einen Strauﾟzu inir.

Wilmannsに よ れ ば 、(20a)の,,mir"が 受 取 人 を 表 す の に 対 し 、(20b)の,,zu

mir"は 空 間 的 な 目標 を示 す 。

このような与 格 と前 置 詞 句 は 、同 一 の 文 中 に共 起 す ることもある。

 (21)Ich werde ihm demn臘hst an die Adresse der P臈agogischen

    Hochschule schreiben und(...)(LBC,32)

この 文 の 与 格 と前 置 詞 句 は 、そ れ ぞ れ 、手 紙 を 書 く相 手 で ある人 物 と具 体 的 な宛 先 を

示 してい る。所 有 の 関 係 に よっ て結 ば れ た 与 格 と空 間 補 足 語 も、同 じように 意 味 的 な機

能 を分 担 して い るの で は な い だろ うか 。この 問 い に答 え るた め に 、コー パ ス か ら取 つた 例

文 を挙 げ 、検 討 す る。例 文 は 、まず 空 間 補 足 語 が 方 向 ・起 点 ・場 所 の い ず れ を示 す か に

よって 分 け 、また、それ ぞ れ を対 格 補 足 語 を持 つ か 持 た な い か によつて 分 けた 。対 格 補

足 語 を持 た ない もの はSchmidの1番 目の 構 文 に 、対 格 補 足 語 を持 つ もの は2番 目 の

構 文 に相 当 す る。

A― 空 間 補 足 語 が 方 向 を示 す もの

・対 格 補 足 語 が ないもの

 (22)Er blickte mir in die Augen,(...)(LBC,71)

 (23)Er strahlte, klopfte mir auf die Schulter,(...)(LBC,195)

 (24)Ich rannte in Henriettes Zimmer hinauf, riﾟdas Fenster auf und warf

   alles, so wie es inir zwischen die H舅de kam, in den Garten hinaus:(...)

   (LBC,279)

 (25)Sofort schlllgノπ`r sein Bieratem ins Gesicht.(1.BC,135)

(22)や(23)の 動 詞 の 表 す 行 為 は 、身 体 の 特 定 の 部 位 を 目標 とした行 為 であ ると同 時 に 、

相 手 の 人 物 全 体 を対 象 とした 行 為 でもある。与 格 が 対 象 で ある人 物 を、空 間 補 足 語 が 具

体 的 な 方 向 を示 して お り、Wilmannsの 説 明 がそ の まま 当 て はまるとい え る。(24)や(25)

でも、具 体 的 な 方 向 が 空 間 補 足 語 によって 示 され て い るの に対 し、出 来 事 の 中 心 に 置 か

れ た 人 物 が 与 格 で 示 され てい る。

8こ のWilmannsの 見解 は
、今 日でもWegener(ユ985:225)な どによってしば しば引用 されている。

特 にErben(1980:147)は 、この見解 が「―般 に有 効である」と認 めている。
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・対 格 補 足 語 が あ る もの

 (26)(...),daB du mir die Hand auf die Schulter gelegt hast,(...)(LBC,208)

 (27)(...),ich z�erte, fing dann langsam an, die M�zen einzusammeln, ich

    war versucht, sie mir in die offene Hand zu streichen,(...)(LBC,79)

 (28)Ich stopfte mir alle erreichbaren Kissen in den R�ken, legte mein

    wundes Bein hoch,(...)(LBC,44)

ここ で も、与 格 は 行 為 の 対 象 で あ る人 物 を 、空 間 補 足 語 は 行 為 の 向 か う具 体 的 な 方 向

を 示 して い る。

B.空 間 補 足 語 が 起 点 を 示 す も の

・対 格 補 足 語 が な い も の

 (29)Einmal fiel ihr mitten in einem Tennismatch der Schl臠er aus der

    Hand,(...)(LBC,37)

 (30)(...),und sie rauchte die erste Zigarette ihres Lebens, ungeschickt;wir

    muﾟten lachen, sie blies den Rauch so komisch aus ihrem gespitzten

    Mund, daﾟes fast kokett aussah, und als er ihr zuf舁lig einmal aus der

    Nase herauskam, lachte ich:(...)(LBC,54)

これ らの 例 文 の 与 格 は 、単 な る 「身 体 部 位 の 所 有 者 」で は な く、「ラ ケ ットを 落 とす 」とか

「煙 を 吐 き 出 す 」とい つ た 出 来 事 ・行 為 の 当 事 者 を 示 して い る。一 方 の 空 間 補 足 語 は 具 体

的 な 起 点 を 示 して お り、機 能 の 分 担 が 成 立 して い る 。

・対 格 補 足 語 が あ るも の

 (31)Ich nahm Anna die Kanne aus der Hand, goB mir Kaffee ein,(...)(LBC,

    75)

 (32)Ich-hatte(...)ihm die blonden Haare舫s der schmutzigen Stirn

    gestrichen;(...)(LBC,76)

ここで は 行 為 の 対 象 で あ る人 物 が 与 格 で 、動 作 の 具 体 的 な 起 点 が 空 間 補 足 語 で 示 さ

れ て い る 。
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C.空 間 補 足 語 が 場 所 を 示 す も の

・対 格 補 足 語 が な い も の

 (33)Mir drehte sich vor M�igkeit und Verwirrung alles vor den Augen:(...)

   (LBC,96)9

 (34)Mir ging viel durch den Kopf, w臧rend ieh Marie beim Ankleiden zusah.

   (LBC,62)

 (35)(...),obwohl mir der Schweiﾟvon Stirn und Wangen lief.(LBC,97)

 (36)(...),und singe mit m葹ig lauter Stimme ausschlieﾟlich Liturgisches:

   Chor舁e,且ymllen, Sequenzen, die mir noch aus der Schulzeit in

   Erinnerune sind.(LBC,12)

 (37)Obwohl die Bohnen, die ich gegessen hatte, rrcir noch schwer im Magen

   lagen und meine Melancholie steigerten,(...)(LBC,241)

(33)の 与 格 は 、単 に 「身 体 部 位 の 所 有 者 」を 示 す の で は な く、 。Mir schwindelt."な

ど の 与 格 と同 様 に 感 覚 の 主 体 を 表 す とい う機 能 を 果 た し て い る とい え る。そ の ほ か の 例 文

の 与 格 も出 来 事 や 状 態 の 当 事 者 を表 して お り、揚 所 の 表 示 を 受 け 持 つ 空 間 補 足 語 との

機 能 の 分 担 が 成 立 し て い る 。

・対 格 補 足 語 が あ るも の

 (38)(...),in einer Spalte sah er Achims Kinn geneigt�er eine unsichere

   Hand, die ihm am Rockaufschlag etwas befestigte,(...)(LJA,16)

ここ で も 出 来 事 の 中 心 に あ る人 物 が 与 格 で 、具 体 的 な 場 所 が 空 間 補 足 語 で 表 され て

い る 。

この よ うに 、い ず れ の 場 合 に お い て も 与 格 が 全 体 として の 人 物 を 示 す の に 対 し、空 間 補

足 語 は 局 所 的 な 方 向 ・起 点 ・場 所 を 示 す 。ま た 、与 格 が 行 為 の 対 象 や 出 来 事 ・状 態 の 当

事 者 を 示 す の に 対 し、空 間 補 足 語 は 具 体 的 な 空 間 を 示 す 。与 格 と空 間 補 足 語 は 単 に 所

有 の 関 係 に よ つて 結 ば れ て い る だ け で な く、文 全 体 に 対 し て 互 い に 補 い あ うよ うな 意 味 的

機 能 を 持 ち 、両 者 が ― 体 とな っ て 方 向 ・起 点 ・場 所 を 表 す 。

与 格 の 意 味 的 機 能 をこの ように 捉 え るこ とで 、次 の 例 文(39c)が 容 認 され な い ことも 説 明

9対 格 の 再 帰 代 名詞 を文 中 に含 む が
、対 格 補 足 語 が な い場 合 に 含 め た。
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で きる。lo与 格 を用 い た文 で は与 格 と空 間 補 足 語 が 一 体 となつて 出 来 事 の 向 か う方 向

を示 す の で 、「私 」と「帽 子 」は 別 の 場 所 に は 存 在 し得 な い。

 (39a)Der Regen tropft mir auf den Hut.

 (39b)Der Regen tropft auf meinen Hut, der dort h舅gt.

 (39c)*Der Regen tropft mir auf den Hut, der dort h舅gt.

3.3.所 有 の 関 係 が な い 場 合

これ まで 所 有 の 関 係 で 結 ば れ た 与 格 と空 間補 足 語 に つ い てみ て きた が 、ここで は 、明

確 な 所 有 の 関 係 の 見 られ な い 与 格 と空 間 補 足 語 の 間 にも 同様 の 関 係 が あるか どうか を

検 討 す る。

 (40)Die Kinder nahmen Bonbons, Griffel, Radiergummi aus den Regalen

   und legten denn alten Derkum das Geld auf die Theke.(LBC,78)

与 格 と空 間 補 足 語 の 間 に所 有 の 関 係 があ る場 合 に は 、空 間補 足 語 の 中 に身 体 部 位 な

い しは それ に準 ず るもの(着 用 中 の 衣 服 など)が 含 まれ 、それ が 与 格 の 示 す 人 物 と不 可 分

の 関 係 にある。例 文(40)で は 、与 格 名 詞 と空 間 補 足 語 の 中 の「カ ウン ター 」の 間 に は 、こ

の ような 密 接 な 関 係 は ない 。しか し、「お 金 」が 「カウンター 」に向 け て移 動 させ られ た とい う

ことは 、同 時 に 「お 金 」が 与 格 の 表 す 人 物(受 取 人)に 渡 す た め に移 動 させ られ たとい うこ

とを意 味 してお り、与 格 と空 間 補 足 語 は一 体 とな って行 為 の 向か う方 向 を示 して い るとい

え る。また 、与 格 が行 為 の 向 けられ た対 象 である人 物 を示 す の に対 して 空 間補 足 語 は 具

体 的 な 方 向 を示 して お り、与 格 と空 間 補 足 語 の 意 味 的 機 能 の分 担 が 成 立 して いる。

次 の 例 文 でも、与 格 と空 間 補 足 語 の ― 体 性 と機 能 の分 担 が見 られ る。

 (41)(...),daﾟihm eine Taube ihren Dreck auf die Trommel geworfen h舩te,

   (...)(LGB,83)

しか し、このような 与 格 と空 間 補 足 語 の 関係 が 認 め られ な い 場 合 もある。

 (42)Er w�de sagen, er w舐e ausgerutscht, die Mappe w舐e ihin in eine

   Pf�ze gefallen,(...)(LBC,145)

この 文 の 空 間 補 足 語 は 方 向 を 示 す が 、そ の 方 向 は 与 格 の 人 物 の 方 を 向 い たもの で は

な く、む しろ 逆 の 方 を 向 い て お り、両 者 が 一 体 とな つて 出 来 事 の 向 きを表 してい るとは い

えな い。

lo例 文 はHelbig(1981;326)か ら取 つたが―部変 更を加 えた
。容認 度につ いては ドイツ語を母 国

語 とする人 に判定 してもらった。
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次 の 文 で は 、与 格 は 行 為 の 向 けられ た 対 象 を示 して い るが 、空 間 補 足 語 は 与 格 と同 一

の方 向 を示 してお らず 、 。schieben"と い う行 為 の行 わ れ る場 所 全 体 を示 してい る。

 (43)‐�Hier", sagte er und schob mir einen Zettel�er den Tisch.(LBC,

   79)

文 の 解 釈 の され 方 によつて 、与 格 と空 間 補 足 語 の 関係 に 差 が 生 じる場 合 もある。

 (44)Ich werde dir den Brief in den Briefkasten stecken.(Zifonun 1997:1339)

この 文 は2通 りに解 釈 す ることが可 能 で ある。「私 」が 「君 」の 所 有 す る郵 便 箱 に 手 紙 を入

れ ると解 釈 す る場 合 に は 、与 格 と空 間 補 足 語 が 同 一 の 方 向 を示 してお り、両 者 の 機 能 分

担 が 成 立 して いる。しか し、「私 」が 「君 」の た め に(ま た は 「君 」に 代 わ って)誰 か 他 の 人 の

郵 便 受 け(な い しは郵 便 ポ スト)に手 紙 を入 れ るの で あ れ ば 、与 格 と空 間 補 足 語 が 同 一 の

方 向 を示 す とは い えない 。

この ように 、所 有 の 関係 がな い 場 合 には 、与 格 と空 間 補 足 語 の 一 体 性 ・機 能 分 担 が 常

に認 め られ るとは限 らな い。また 、どの ような場 合 に 与 格 と空 間 補 足 語 の 間 にこのような 関

係 が成 立 す るのか ということも、まだ 明 らか にで きて い な い。

4.お わ りに

ドイツ語 の 与 格 に付 加 され うる機 能 の 一 つ として 、「空 間 補 足 語 と― 体 となつ て方 向 ・起

点 ・場 所 を表 す 」とい う機 能 を認 め ることが で きる。そ の 際 、空 間 補 足 語 が 具 体 的 な 方 向 ・

起 点 ・場 所 を示 す の に対 し、与 格 は行 為 の 対 象 で ある人 物 や 出 来 事 ・状 態 の 当事 者 を

示 す 。この ような与 格 と空 間 補 足 語 の ― 体 性 ・意 味 的 機 能 の 分 担 は 、所 有 の 関 係 で 結

ばれ たもの につ い て は例 外 な くみ ることが で きた。一 方 、所 有 の 関 係 がな い場 合 にも、部

分 的 にで は あるが 同 様 の 関係 が 認 め られ た。

本 論 文 で は 空 間 補 足 語 を含 ん だ 構 文 に 現 れ る与 格 に 限 って 考 察 してきた が 、この よう

な機 能 が 与 格 の機 能 全 体 の 中 で どの ように位 置 付 け られ るの か とい う問 い に は まだ 答 え

ることが で きな い。与 格 の持 っ 機 能 の 総 体 をより詳 細 に 明 らか に して ゆ くことが 今 後 の課

題 である。
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本 論 文 で 使 用 した 例 文 はほ とん どLBCか ら取 った が 、一 部LGBとLJAか らも補 つた。

なお 、Mannheimer Korpusは 、大 阪 市 立 大 学 に て神 竹 道 士 氏 の 仲 介 のもとで利 用 さ

せ て いた だ いた 。末 筆 なが ら厚 く御 礼 申 し上 げ た い 。
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              Dativ und Raumergänzung 

                               KATAOKA Yoshiyuki 

 Im allgemeinen teilt man den deutschen Dativ in mehrere Gruppen — 

Dativobjekt, Pertinenzdativ, Dativus commodi / incommodi, Dativus 

ethicus und Dativus iudicantis. 

 Aber eigentlich überschreitet der Dativ oft die Grenzen zwischen den 

einzelnen Gruppen. Das Dativobjekt und der Pertinenzdativ können den 

Nutznießer (a) oder den Geschädigten (b) zeigen, wie Dativus commodi / 

incommodi. 

   (a) Der Junge schenkt seiner Mutter Blumen. 

  (b) Er schlägt ihm ins Gesicht. 

  Und das Dativobjekt kann den Besitzer von Körperteilen zeigen, wie der 

Pertinenzdativ. 

  (c) Man gab der Dame den Spiegel in die Hand. 

  (d) (...) — aber ich schaufelte weiter, bis Marie mir die Schüppe aus  

      der Hand nahm. 

 Also kann man annehmen, daß der Dativ eine allgemeinere semantische 

Funktion hat. Im vorliegenden Aufsatz behandele ich die Beziehung 

zwischen Dativ und Raumergänzung, um diese semantische Funktion zu 

erklären. 

  Wenn es eine Pertinenzrelation in einem Satz mit Raumergänzung gibt, 

liegt die Pertinenzrelation immer zwischen Dativ und Raumergänzung. 

Dabei zeigen die beiden zusammen die Richtung (e), die Herkunft (f) oder 

den Ort (g) von dem jeweiligen Vorgang oder Zustand. 

(e) Er blickte mir in die Augen, (...) 

  (f) Einmal fiel ihr mitten in einem Tennismatch der Schläger aus der 

      Hand, (...) 
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  (g) Obwohl die Bohnen, die ich gegessen hatte, mir noch schwer im 

      Magen lagen und meine Melancholie steigerten, (...) 

 In diesen Sätzen haben die Dative und die Raumergänzungen einander 

ergänzende Funktionen. Die Dative zeigen die Personen, die am Vorgang 

beteiligt sind. Dagegen zeigen die Raumergänzungen konkret die 

Richtung, die Herkunft oder den Ort. 

 Aber diese Beziehung zwischen Dativ und Raumergänzung läßt sich 

nicht immer finden, wenn es die Pertinenzrelation zwischen ihnen nicht 

gibt. 

  (h) Die Kinder nahmen Bonbons, Griffel, Radiergummi aus den  
•  Regalen und legten dein alten Derku,n das Geld auf die Theke . 

  (i) Er würde sagen, er wäre ausgerutscht, die Mappe wäre ihm in eine 

     Pfütze gefallen, (...) 

 In (h) zeigen der Dativ und die Raumergänzung zusammen die 

Richtung von einer Handlung. Hier kann man die einander ergänzende 

Beziehung zwischen Dativ und Raumergänzung feststellen. Aber in (i) 

nicht, denn in diesem Satz zeigen sie nicht zusammen eine Richtung. 
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